
2023 年１月１日 聖日礼拝・元旦礼拝 
インターネットの礼拝映像配信は９時より。11 時からは録画を視聴できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【2023 年１月１日聖日礼拝について】 
＊説教は教団理事⾧・石田敏則牧師より、2023 年教団標語が扱われます。 
 
＊そのため、聖書箇所、説教題は当日の公開となります。ご理解ください。 

インターネットをご覧になれない方は、元旦礼拝以降に教会にお問い合
わせくださるか教友にお尋ねください。 

 
＊インターネット配信は１１時からです。 
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■聖歌４９４ いざみなきたりて（１～４） 
①いざ みなきたりて 喜ばしく 声をひとつにし ほめたたえよ  
 
※こひつじイェスに みさかえあれや 

ハレルヤ ハレルヤ ハレルヤ アーメン 
 
②われらにかわりて 死にたまいし 神のこひつじに 栄えあれや  
 
③イェスこそ すべてのちからと知恵 富と尊きを 受くべきなれ  
 
④神につくられし ものすべては 声をひとつにし ほめたたえぬ 
 
 
 
 
■御手の中で 
①御手の中で すべては変わる賛美に 

わがゆく道を 導きたまえ あなたの御手の中で 
 
②御手の中で すべては変わる感謝に 
 わがゆく道に あらわしたまえ あなたの御手のわざを 
 
 
 
 
■主の祈り  天にましますわれらの父よ。ねがわくは 御名

み な

をあがめさ
せたまえ。御国

み く に

をきたらせたまえ。御心
みこころ

の天になるごとく、地にもなさせ
たまえ。われらの日用

にちよう

の糧
かて

を今日もあたえたまえ。われらに罪をおかすも
のを われらが 赦すごとく、われらの罪をも赦したまえ。われらを こ
ころみにあわせず 悪より救いいだしたまえ。国と力と栄えとは かぎり
なく なんじのものなればなり。アーメン 
 
 
 
 
 



■交読 イザヤ書３５章１～１０節 
１ 荒野と砂漠は喜び、荒れ地は喜び躍り、 

サフランのように花を咲かせる。 
２ 盛んに花を咲かせ、歓喜して歌う。 

これに、レバノンの栄光と、カルメルやシャロンの威光が授けられるので、 
彼らは主の栄光、私たちの神の威光を見る。 

３ 弱った手を強め、よろめく膝をしっかりさせよ。 
４ 心騒ぐ者たちに言え。 

「強くあれ。恐れるな。 
見よ。あなたがたの神が、復讐が、神の報いがやって来る。 
神は来て、あなたがたを救われる。」 

 
５ そのとき、目の見えない者の目は開かれ、 

耳の聞こえない者の耳は開けられる。 
６ そのとき、足の萎えた者は鹿のように飛び跳ね、 

口のきけない者の舌は喜び歌う。 
荒野に水が湧き出し、荒れ地に川が流れるからだ。 

７ 焼けた地は沢となり、潤いのない地は水の湧くところとなり、 
ジャッカルが伏したねぐらは 葦やパピルスの茂みとなる。 

 
８ そこに大路があり、その道は「聖なる道」と呼ばれる。 

汚れた者はそこを通れない。これは、その道を行く者たちのもの。 
そこを愚か者がさまようことはない。 

９ そこには獅子もおらず、猛獣もそこに上って来ることはなく、 
そこには何も見つからない。 
贖われた者たちだけがそこを歩む。 

10 主に贖われた者たちは帰って来る。 
彼らは喜び歌いながらシオンに入り、その頭にはとこしえの喜びを戴く。 
楽しみと喜びがついて来て、悲しみと嘆きは逃げ去る。 

 
 
■使徒信条  われは天地のつくりぬし、全能の父なる神を信ず。われは
そのひとりご、われらの主、イエス・キリストを信ず。主は聖霊によりて
やどり、おとめマリヤよりうまれ、ポンテオ・ピラトのもとにくるしみを
うけ、十字架につけられ、死にてほうむられ、よみにくだり、三日目に  
死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父なる神の右に座したま
えり。かしこよりきたりて 生けるものと死にたるものとを さばきたま
わん。われは聖霊を信ず。聖なる公同の教会、聖徒のまじわり、罪のゆる
し、からだのよみがえり、とこしえのいのちを信ず。アーメン 



■聖歌６２０ 新しき地に（１～４） 
①新しき地に ふみいだす 心に備え ありやみよ 

  
※ヨシュアのごとく われもいわん 

我が家と我は 主に仕えん 
 
②試みしげく ありときく 恐るる心 なきやみよ 
 
③むらがるあたも なにかあらん 先立つきみは イエスなれば 
 
④とるべきところ なおおおし 心強くし かついさめ 
 
 
 
■頌栄 聖歌３７６「父 御子 御霊の」 
 父・御子・みたまの おおみかみに とこしえかわらず 

御栄え
み さ か え

あれ 御栄え
み さ か え

あれ アーメン 
 


